
編
集
・
発
行
／
近
江
八
幡
市
総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課

〒
5
2
3
-8
5
0
1
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
桜
宮
町
2
3
6

T
EL：

0
7
4
8
(3
3
)3
1
1
1
　
FA
X：
0
7
4
8
(3
2
)2
6
9
5

M
AIL  kouhou@

city.om
ihachim

an.lg.jp
W

EB   https://w
w

w
.city.om

ihachim
an.lg.jp

令
和
４
年
1
2
月
号

広
報
お
う
み
は
ち
ま
ん

●
イ

ン
キ：環

境
配

慮
型

イ
ン

キ（
植

物
油

イ
ン

キ
 or ノ

ン
VO

Cイ
ン

キ
）

●
印

刷：有
害

な
廃

液
を

排
出

し
な

い
水

な
し

印
刷

人口と世帯 令和4年 1 1 月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　82,008 人
男　　40,309 人
女　　41,699 人
世帯　35,102世帯

※外国人住民 (44 か国・地域／ 1,779 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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今
回
は
馬
淵
町
に
あ
る
国
の
重
要

文
化
財
で
あ
る
八
幡
社
本
殿
を
紹
介

し
ま
す
。

　

八
幡
社
の
伝
え
で
は
、
平
安
時
代

に
京
都
か
ら
奥
州
に
軍
勢
を
進
め
る

源
義
家
が
、
こ
の
土
地
で
霊
験
を
得

て
応
神
天
皇
の
霊
を
勧
か
ん
じ
ょ
う請
し
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。

　

本
殿
は
、
木
造
の
三
さ
ん
げ
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り

間
社
流
造
、

檜ひ
わ
だ
ぶ
き

皮
葺
で
、
桁け
た

行ゆ
き

（
正
面
）
が
三
間

（
４
・
５
８
７
ｍ
）、
梁は
り
ま間
（
側
面
）

が
一
間
（
２
・
２
７
９
ｍ
）、
向こ
う
は
い拝
梁

間
（
庇
部
分
の
側
面
）
が
一
間
（
２
・

１
２
１
ｍ
）
を
測
る
大
振
り
の
社
殿

で
す
。

　

八
幡
社
本
殿
の
擬ぎ

ぼ

し

宝
珠
な
ど
に

「
文ぶ
ん

禄ろ
く

５
年
大
岡
作
左
衛
門
長
広
が

再
建
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
社
殿
の

全
体
的
な
特
徴
が
桃
山
時
代
の
も
の

と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
桃
山
時
代

の
文
禄
５
（
１
５
９
５
）
年
に
建
て

ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
社
殿
全
体
が

朱
に
塗
ら
れ
る
美
し
い
社
殿
で
、
向

拝
正
面
の
彩
色
さ
れ
た
３
つ
の
蟇
か
え
る

股ま
た

が
、
更
に
美
し
さ
を
際
立
た
せ
ま
す
。

　
「
流
な
が
れ
づ
く
り
造
」
と
い
う
本
殿
の
形
式
は
、

「
身も

や舎
の
屋
根
と
、
そ
の
前
に
延
び

る
庇
と
向
拝
の
屋
根
が
流
れ
る
よ
う

に
一
連
と
な
っ
た
切き
り
づ
ま
づ
く
り

妻
造
、
平ひ
ら
い
り入
」

と
い
う
も
の
を
い
い
、
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
は
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
県
内
は
も
と
よ
り
国

内
で
も
最
も
多
く
、
市
内
の
神
社
で

も
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
形
式
で
す
。

　

こ
の
「
流
造
」
で
も
大
き
く
２
つ

あ
り
、
１
つ
は
「
一
間
社
流
造
」
で

本
殿
は
、
原
型
に
近
い
と
さ
れ
る
上

賀
茂
神
社
、下
鴨
神
社
と
違
い
、「
前

室
付
き
」
と
呼
ば
れ
る
身
舎
の
前
の

庇
部
分
に
前
室
の
よ
う
な
一
間
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
一
間
は
神
職
が
神
に

行
う
儀
式
に
必
要
な
た
め
追
加
さ
れ

た
も
の
で
す
。
八
幡
社
本
殿
は
「
前

室
」
が
な
い
こ
と
か
ら
、
桃
山
時
代

の
原
型
を
守
り
つ
な
げ
る
馬
淵
の

人
々
の
意
思
の
固
さ
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
歴
史
遺
産
と
い
え
ま
す
。

す
。
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
文

久
３
（
１
８
６
３
）
年
ま
で
30
年
に

１
度
の
式し
き
ね
ん年
遷せ
ん

宮ぐ
う

で
伊
勢
神
宮
の
よ

う
に
本
殿
が
建
て
替
え
ら
れ
て
き
た

京
都
の
上
賀
茂
神
社
本
殿
と
権ご
ん
で
ん殿
、

下
鴨
神
社
東
本
殿
と
西
本
殿
の
４
棟

（
国
宝
）
の
姿
で
、
こ
れ
が
原
型
に
近

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
鎌
倉
時
代
、
徳と
く
じ治
３

（
１
３
０
８
）
年
建
立
の
竜
王
町
の

苗
村
神
社
西
本
殿
（
国
宝
）
を
始
め

と
し
て
、
近
江
の
「
三
間
社
流
造
」

た
て
も
の
探
訪
⑨

た
て
も
の
探
訪
⑨

　　
八八は

ち

ま

ん

し

ゃ

ほ

ん

で

ん

は

ち

ま

ん

し

ゃ
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ん

で

ん
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